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歯科医師は、顎関節症や口腔顔面痛・頭痛の症例、補綴装置やインプラント

の管理困難な症例の背後に、睡眠時ブラキシズム（Sleep bruxism [SB]）の存

在を疑うことが多い。睡眠中の咀嚼筋活動は、睡眠状態によって変動する中枢

神経の運動指令によって生じる。したがって、生理学的・医学的には、いわゆ

る SBが示す咀嚼筋活動は、睡眠中の多様な咀嚼筋活動のうちの一種である。さ

らに、様々な睡眠障害が睡眠中に咀嚼筋活動を生じさせる可能性があることや、

SB と睡眠障害が併存することも明らかとなってきた。つまり、顎口腔系に与え

るバイオメカニカルな影響の原因は単一ではないので、少なくとも SBと他の睡

眠障害をスクリーニングすることは大切である。現時点で、SB に対する確実な

治療法は存在しない。スプリントは SB の減少効果を確実には予測できないが、

顎口腔器官への機械的な負荷を軽減できる。その一方で、処方時に必要な注意

点もある。本講演では、睡眠医学的視点で SBを考察しながらスプリントの臨床

的役割を考察するとともに、薬物療法や行動療法に関する情報についても可能

な限りアップデートする予定である。 
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